
琉球大学学術リポジトリ

ＦＣＡＩによるコースウェアの作成とその試行結果
　―キーポード操作―

言語: Japanese

出版者: 琉球大学教育学部附属教育実践研究指導センター

公開日: 2008-11-17

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 比嘉, 善一, Higa, Zenichi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/7927URL



琉球大学教育学部教育実践研究指導センター紀要第１号1993年10月

ＦＣＡＩによるコースウェアの作成とその試行結果

一キ－ポ－ド操作一

比嘉善一。

(1993年６月30日受理）

コンピュータの最も基本的な操作であるキーボード操作をスムーズに習得させる目的で、キー入力学習用コー

スウエアをＦＣＡＩを用いて作成した。それを中学生を対象に試行し、学習経過時間、所要時間、反応時間、

正打率について分析した。またアンケートの結果から、「もっと学習したい｣、「楽しかった｣、「途中でやめたい

と思わなかった」などの回答が多く、生徒の興味や学習意欲については良い結果が得られた。

スウェアをＦＣＡＩ（FrametypeCAI）シス

テムを用いて作成することが目的である。

１．はじめに

技術・家庭科の情報基礎領域においては、

｢コンピュータの操作等を通して、その役割と

機能について理解ざせ情報を適切に活用する基

礎的な能力を養う。､」ことを目標としている。

そのような中で、生徒のコンピュータ使用にお

ける問題点の１つにキーボード操作があげられ

る。ほとんどの生徒がコンピュータに対して興

味、関心を持っているものの、コンピュータを

操作させるとキーの位置（どこにどんなキーが

あるか）や入力の仕方がわからず戸惑っている

生徒も多く見られ、授業の進度やコンピュータ

に対する興味も半減させるなどの問題も起こっ

てくる。従ってコンピュータの最も基本的な操

作であるキーボード操作の学習が重要になって

くる。市販のタイピング練習用のソフトも多く

出まわっているがそのほとんどがブラインドタッ

チの練習を目的としたものである。また初心者

には不必要と思われる機能も多く、基本操作の

学習には向かないものが多い。

本研究は、このような問題を解決するために、

シフトキーやキャピタルロックキー、カナキー

を使い分けて、アルファベットの大文字。小文

字や数字・記号及びカナの入力をスムーズに習

得させることをねらいとしたキー入力学習用コー

2．コースウェアの概要

２．１コースの目標

コンピュータの使用経験のない生徒に、

SHIFTキー、CAPSキー、カナキーを使い

分け、アルファベットの大文字・小文字、

数字・記号、カナの入力のしかたを習得さ

せることを目標とする。

２．２コースの流れ

作成したCAIコースウェアのメニュー画

面を図１に示す。学習の速い生徒への対応

を考慮して３つのコースを作成した。図２

～４にコース１～３の流れを示す。
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コース

図１メニュー画面

*琉球大学教育学部（技術教育科）

－４５－



Ｆ１０

Ｆ２０

Ｆ３０

Ｌ１Ｆ４６－
)表示、ＫＲ

２
工
表英字入力問題

弓~「－－

Ｆ４０

Ｆ４５１１Ｅ解の 示、ＫＲｌｌＩＥ解の

英字入力の確認F５０

F６０
sⅢ蕊而逵i｢キー

英字入力練習F７０

契壽商憲号F８０ ２ ４

Ｆ８５
－

諄示

川一訂

F８７
３

正雷の霄示正雷 正雷正箸の霄示 正震の蕎示正雷

F881-ﾌ〔Ｔｉ７Ｆ の説明

数字罐記曇入力F９０

数字鰊記言入力
ＦｌＯＯ

1，３ＬＯＯＰ２
カナ入力問題Ｆ１１０

４

|事iliZ1
Ｆｌ２０

Ｆｌ３０

ＦＭＯ

Ｆ１５０

Ｆ１６０

Ｆ１７０

図２コース１（キー入力を覚えよう）
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Ｆ１０

Ｆ２０

Ｆ３０

Ｆ４０

Ｆ５０ 識
を１間行い、誤答した生徒には誤答のメッ

セージを表示したあと、誤答の内容に応じ

てF45,46の治療フレームで正解の表示と

誤答した文字の入力のしかたを説明する。

次のF50でアルファベットの大文字、小文

字の入力の仕方を確認したあと、F60のア

ルファベット入力の練習に入る。アルファ

ベットのＡ～Ｚまでの大文字、小文字を交

互に入力させ、「SHIFT」キーや「CAPS」

キーの使い方や文字の位置に慣れさせる。

次にF70ではBASICで作成したプログラム

を組み込んで大文字と小文字をランダム

(20問に設定。生徒の実態に応じて変更可

能）に表示させアルファベットをタイプす

る練習を行わせる。最後に得点を表示しア

ルファベット人力練習を終了する。

次に数字と記号入力の学習を行う。アル

ファベット入力と同様にレディネステスト

でチェックし、誤答した生徒はその内容に

応じてF85～87の治療フレームで正解と、

誤答した文字の入力方法を説明する。次の

フレームで数字と記号の入力の仕方を確認

したあとランダムに表示される数字と記号

をタイプさせ、最後に得点を表示し数字・

記号入力を終了する。カナ入力の学習にお

いても、数字･記号入力と同様に学習を進

める。カナ入力の学習終了後、Ｆ１40～150

で３文字のキーと４文字のキーの場合に分

けて入力方法のまとめを行い、最後に総合

練習をさせ終了する。

コース２はコース１の入力方法の説明フ

レームと練習フレームを抜粋したものであ

る。コース２では、確実に入力方法を身に

つけさせるために、得点が80点以上になる

まで、次のフレームへは進めないようにし

てある。

個人差に応じた学習を考慮して作成した

コース３「レベルアップコース」において

は、一文字の入力に５秒の制限時間を設定

し、５秒以内に入力がない場合には、打ち

切って次の文字を提示するようにしてある。

コース２の到達得点とコース３の制限時間

F６０

零才鼻
Ｆ７０
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Ｆ９０
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図３コース２（キー入力練習コース）
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図４コース３（レベルアップコース）

コース１の「キー入力を覚えよう」にお

いては入力のしかたの学習に重点を置き、

確実に理解させることを目標とした。コー

ス２の「キー入力練習コース」では正確に

入力できることを、コース３の「レベルアッ

プコース」では速く正確に入力できること

を目標としている。コース１のフレーム１０

でタイトルを表示する。（以後フレームを

Ｆと記述する｡）F20では文字入力の使い分

けに必要な「CAPS」「SHIFT｣、「カナ」

キーを表示し、キーボード上から探させる。

次のF30で一般キーの種類を説明し、学習

内容に入っていく。はじめにアルファベッ

ト入力についての学習を行う。F40でアル

ファベット入力に関するレディネステスト
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|ま生徒の実態に応じて変更可能である。フレー

ムの一部を図９－１～９－１０に示す。

した生徒が33.8％、「まあまあ」が26.2％、「普

通」が36.2％、「ない」が3.8％で、ほとんどの

生徒がパソコンに興味を持っているようであった。

３．試行方法と生徒の実態

作成したコースウェアの試行は宜野湾市立普

天間中学校２年生男生徒67人を対象に行った。

生徒１人１台のパソコンを与え、電源の入れ方、

フロッピーディスクの入れ方とコース名、個人

番号の入力方法を説明した後、コースに従って

学習するように指示し、学習中は机間巡視をし

て観察した。また学習終了後アンケート調査を

行った。

パソコンに対する生徒の実態はアンケートに

よれば以下の通りであった。パソコンの使用経

験があると答えた生徒が92.5％、使用経験のな

い生徒は7.5％であった。しかし、パソコンを

操作させてみるとキーの位置や入力の仕方がわ

からず、戸惑う生徒がほとんどであった。また、

パソコンに対する興味は「非常にある」と回答

４．結果及び考察

分析は67名中、学習履歴の残っている57名に

ついて行った。検討項目として、経過時間、フ

レーム別所要時間、フレーム別反応時間、正打

率を分析した。

４．１学習経過時間

図５はコース１の学習進行の様子を示し

たＦＴＳ図（Frame-Time-Studentdiagra

m）である。速い生徒は約12分で終了し、

遅い生徒は約30分、極端に遅い生徒は約４０

分の時間を要している。遅い生徒はキーを

見つけるのに時間を要していることが多かっ

た。平均経過時間は21.5分であった。また

キーボード操作における個人差が大きいこ

とも明確に現れている。
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４．２フレーム別平均所要時間力の低下等が考えられるので、問題数を減

図６はコース１のフレーム別平均所要時らすなど改善が必要と思われる。またＦ１６

間である。説明フレームで30秒前後、練習０も約３分と他のフレームに比べ長時間を

フレームで１分30秒前後であった。F60で要している。このフレームは、コース１の

約６分と長時間を要している。このプレー 目標である総合練習であるため他のフレー

ムはアルファベット入力練習である。１フムに比べ難易度が高いためである。

レームに長時間を要すると学習意欲や集中

単位：秒

、６，１２，１８０２４，３０９３６，420
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図６フレーム別平均所要時間

４．３平均反応時間

図７はコース１のフレーム別平均反応時

間である。F20では33.4秒と他のフレーム

に比べ時間を要している。コースの始まり

であるため操作に手間取ったことや、キー

ボード上の必要なキーを探すのに時間を要

したためと思われる。キーを探す時間と次

の説明との間に侍時間を入れて間隔をとる

必要があろう。
秒

０１０２０鋼４０

４．４正打率

図８は入力練習の平均正打率である。ア

ルファベット練習１の平均正打率はコース

１で43.7％、コース２で54.8％と低率になっ

ている。このフレームは改善の必要がある

と述べたF60である。長時間を要した割に

正打率が低い。この原因として説明をよく

読んでなくてリターンキーを押さずにカー

ソルキーで移動したために、誤答になった

ことが考えられる。画面上に表示される説

明文の色や表示の位置、タイミング等を工

夫する必要があろう。

コース１の他の練習では、アルファベッ

ト練習２が70.8％、数字・記号練習が73％、

カナ練習が78.8％であった。さらにコース

２において練習を繰り返すことにより、ア

ルファベット練習２と数字・記号練習が８７．

１％、カナ練習が88.1％と高い正打率を得

ることができた。総合練習においては、コー
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ス１では55.8％と低いが、練習を重ねたコー

ス２では77.8％と高い練習効果が見られる。

また個人差を考慮して作成したコース３に

おいては、コース２に比べどの練習も低い

結果となっているが、これは入力時間を５

秒に設定してあるため時間内に入力できな

かったことがおもな原因である。
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４．５意識調査

表１は授業終了後、コースウェアについ

てのアンケート調査を行った結果である。

表中ののは各項目についての良い面の評価

者の割合から悪い面の評価者の割合を減じ

て算出したものである。従って①の値は－

1.00から1.00の値をとり1.00に近いほど学

習者による評価がよく、-1.00に近いほど

評価が悪いことを示している。

表１アンケ

ほとんどの項目において良い評価が得ら

れたが、特に「楽しかったですか｡」と

「もっと学習したいですか｡」の項目では①

の値が0.7以上と高い評価が得られ、生徒

の興味や学習意欲については良い結果が得

られた。また、「難しかったですか｡」とい

う項目については－００１となっていること

からコースウェアの内容をもっとわかりや

すくする必要があろう。

卜調査結果 単位：人

－５０－

アンケー卜項目 非常に まあまあ 普通 少し いいえ の

１楽しかったですか。 3６ 2５ 1８ １ ０ ０７５

２自分のペースで学習できましたか。 2８ 1６ 2７ ７ ２ 0.44

３説明は分かりやすかったですか。 2５ 2２ 2４ ７ ２ 0.48

４画面は見やすかったですか。 3１ 2３ 1６ ４ ６ 0.55

５英字の入力の仕方は理解できましたか。 2２ 2４ 2１ ９ ４ 0.41

６数字と記号の入力は理解できましたか。 2１ 3０ 1４ 1３ ２ ０４５

７カタカナの入力は理解できましたか。 3０ 3０ 1５ ３ ２ 0.69

８疲れましたか。 ４ 1０ 3１ 1３ 2２ 0.26

９難しかったですか。 ６ 1４ 4１ ６ 1３ －０．０１

１０途中でやめたいと思いましたか。 １ ７ 1５ 1０ 4７ 0.61

１１もつと学習したいですか。 4４ 1９ 1２ ５ ０ 0.73



小文字の判別が難しい（例Ｃとｃ、Ｏと

ｏ、Ｓとｓ、Ｚとｚ）ことが挙げられる。

５．おわりに

情報基礎におけるキーボードの基本操作の習

得を目的としたＣＡＩコースウェアを作成し試

行した。その結果を要約すると次の通りである。

①入力練習の効果については、アルファベッ

ト練習２の正打率が708％から87.1％に、

数字。記号が73％から87.1％に、カナが７８５

％から88｣％に、総合練習が558％から77.5

％に上がった。アルファベット練習１につ

いては437％から548％となり、あまり効

果が見られなかったことから、フレームを

改善する必要がろう。

②アンケート調査では楽しく、入力方法を

理解でき、画面も見やすく、もっと学習し

たいなどよい結果が得られた。一方「難し

かったですか」については難しかったとい

うマイナス評価になり内容をもっとわかり

やすくする必要があろう。

③問題点としてアルファベットの大文字、

本ソフトを御使用いただきこの試行に御協力

いただいた宜野湾市立普天間中学校の福山真先

生に深く感謝致します。
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